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め：共創的悠々自適を目指して」 2017 年 2 月 3 日 J06 および「定年退職学のすすめ：
理論的構築を目指して」2018 年 3 月 9 日 J10、いずれも本学学術機関リポジトリ 22 世紀
研究所評論集に掲載）で、家族的要因、経済的要因、健康的要因、公的要因、交友的要因














定年を 60 歳で迎えれば 15 年間、65 歳で迎えると 10 年間、70 歳だとわずか 5 年間しかな
い。健康寿命の延伸に期待がかかるが特効薬はなかなか見つからない。K-4 公的要因は、年





ておく、③健康を維持する、の 3 つを上げる（日経新聞 2019 年 2 月 9 日）。一方で、
筆者は 5K を主張している。 
 朝日新聞 2019 年 2 月 11 日は、「『老後の 3K どう向き合う』「健康、経済、孤独に『不
安』9 割」の見出しを掲げて、健康、経済、孤独を 3K と呼んでいる。五木寛之氏も近
著『白秋期』で、孤独、お金、健康を 3K と呼んでいるようである（新聞広告より）。 
3 定年退職学のネーミングは、2015 年 2 月同志社女子大学中島純一教授（メディア論 当
時 ）と筆者との討論から生まれたものである。 
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ちなみに、筆者の退職（2015 年 3 月）後の暮らしぶりは、2016 年 8 月から 2018 年 4 月
まで娘と孫 1 人との里帰り出産に伴う「同居型」、その後今日までの、孫 2 人（1 歳の男と
5 歳の女）となった「別居型」（あるいは、「駆け付け型」）を合わせ、孫の育児支援（イク
ジイ）は 2 年半に及ぶ。現在は別居型で徒歩約 15 分の近くに住む孫 2 人たちのマンション
に、平日 7 時半～9 時半の登園・朝食時間、14 時～21 時降園・散歩・夕食・入浴時間（合
計９時間、水曜日は 11 時間）に駆けつけている。逆算すると、平日は朝 6 時過ぎに目覚ま
しで起床、夜 12 時ごろ就寝までの間、育児以外、新聞 2 紙、TV 報道番組 1～2 つ視聴がや
っとの暮らしぶりである。私の趣味や交友のための外出の日程はとても言い出せない状況
である。悠々自適は幻想にすぎない。 
                                                   
4 医療保険や介護保険からの受給もあるが、サービスに伴うもので、現金収入とは異な
る。 
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わが国の超高齢社会の現状を見ておこう（図表 1）。2017 年 10 月 1 日現在日本の高齢化
率が 27.7％に達したこと、高齢者 1 人を支える生産年齢人口は 2.16 人、高齢者（老年）人
口に年少人口を加えた従属人口 1 人に対しては、生産年齢人口 1.5 人と、超高齢社会の厳し
い現実がある。現役 6 割で 4 割の老年・年少を支える人口構造を頭に入れておかねばなら
ない。 
 
                                                   
5 「親の恩は子で送る」というが、親不孝の筆者は 2 人の子供の育児もやってこなかっ
た。 
6 事業者は 65 歳までの雇用を確保するため、①65 歳までの定年の引き上げ、②65 歳ま
での継続雇用制度の導入、③定年の廃止のいずれかの措置をとる必要がある（高年齢者
雇用安定法第 9 条）。 
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総数 男 女 性比 構成比
総人口 12,671 6,166 6,505 94.8 100.0
65歳人口 3,515 1,526 1,989 76.7 27.7
（65～74歳） 1,767 843 924 91.2 13.9
（75歳以上） 1,748 684 1,065 64.2 13.8
15～64歳 7,596 3,841 3,755 102.3 60.0
15歳未満 1,559 798 761 104.9 12.3
出所：2018年版高齢社会白書
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全国 47 都道府県大調査」によると、各年代の 80％が老後は不安と思っている。その調査結




「2018 年全国 20～70 代 14,100 人対象の大調査を実施した。結果を見ると、老後は全ての









                                                   
7 メットライフ生命 「『老後を変える』全国 47 都道府県大調査」概要
http://www.metlife.co.jp/about/press/2018/pdf/180911.pdf  



















高齢者世帯 母子世帯 父子世帯 その他
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 朝日新聞でも「人生 100 年時代に不安は？」についてアンケートをしている（図表 5）。










状態を決定する 5 つの要因 9（家族的、経済的、健康的、公的、交友的要因で K-1～K-5 と
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概念がより適切かもしれない。特に本稿ではこの思いは強い。 
10 2015 年の国勢調査によると、生涯（50 代前半）の未婚率は、女性が 11.4％に対し、男
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12 厚生労働省によると、生活保護受給者数は約 214 万人で、世帯別では高齢者が 51％を
占め、今後も増え続ける見込みとしている（2017 年 2 月）。 
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 企業年金（所謂 3 階建て部分）の受給者は、古い資料（図表 10 合計の値が 100％にな
らない）ではあるが、その 7 割は、支給期間が 5 年～15 年の有期となっており、終身とな



















終身 21.4 62.0 36.6 21.9 17.0
71.7 37.3 61.7 74.2 73.6
5年 1.8 0.0 3.3 1.5 1.7
10年 88.3 56.9 73.3 88.0 91.2













期間 2011～13年 2014～17年 2011～17年
3年間 4年間 7年間
39歳以下 0.1 3.7 3.8
40～50歳代 0.1 4.6 4.7
60歳以上 0.3 5.5 5.8
出所：ニッセイ基礎研究所　白波瀬康雄　日経新聞より作成
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年間計 300 万円の収入がある東京都区部在住の人のケースでは、1999 年には手取りが
290 万円でしたが 2017 年には 257 万円になりました（33 万円の減額）。内訳は社会保険






（聞き手は編集委員 田村正之）［日本経済新聞夕刊 2018 年 8 月 8 日付］ 
 
 深田氏のアドバイスを裏付けるような、家計調査を基にしたデータが日経新聞 2019 年 1
月 26 日に掲載されたので参照したい（図表 13）。この図では 2000 年～2017 年の間で、支
出サイドは、消費が＋2,300 円と税・社会保険料が＋7,600 円で小計＋9,900 円。収入サイ
ドは、年金などが－34,300 円。結局収支は、この間に 44,200 円悪化し、当初の不足額 10,300
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 資産運用はどうか。高齢者（65 歳～75 歳以上）の金融資産保有割合は、2015 年の 49％





















消費 税・社会保険料 年金など 不足額
支出 収入
2000年 233,200 20,600 243,500 (10,300)
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 北海道苫小牧市の 75 歳の主婦栗原瞭子さんは、『朝日新聞』「ひととき」に投稿し、健康
について述べている箇所があるので、以下に抜粋する。また、同じような心境の俳句が目に
入った。高齢者の健康不安を嘆く声がそこかしこに聞こえる。 




俳句：「美食より快便うれし老いの秋」 京都市佐藤其土作・長谷川櫂選 朝日俳壇 2018 年
10 月 7 日 
「患わず老いて嬉しく秋刀魚焼く」 熱海市佐々木悠人作・黒田杏子選 日経俳壇
2018 年 10 月 6 日 
  
 ここで健康が良くないと思う人の割合（年代別）の調査結果を見よう。65 歳を過ぎると
上昇カーブが急になる。65（～69）歳の約 1 割から 5 歳刻みに、約 2 割、約 3 割と跳ね上
がる（図表 15）。 
 筆者は 75 歳に近づいていることを述べたが、昨今病院通いが頻繁になってきた。2018 年




























2 0 1 5 年
2 0 2 0 年
2 0 3 0 年
2 0 4 0 年
図表１４ 年齢別金融資産の保有割合（％
2 0 2 0 年以降は予測）
出所：日経新聞 2 0 1 8 年 1 0 月 1 3 日
34歳未満 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上
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良い 21.9 1.3 2.1 9.0 0.9 1.7 36.8 63.2
まあ良い 17.9 1.0 1.4 9.8 0.4 2.6 33.0 0.2 66.8
普通 20.1 2.0 0.8 4.6 0.8 2.2 30.6 69.4
あまり良くない 9.3 1.7 5.3 1.7 2.3 20.3 79.7
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 2018 年 8 月から介護保険利用者負担割合の引き上げが実施された（図表 20）。年金受給
者には上げ幅は大きくかなりの打撃を与えるだろう。今後は対象者の格上げ（1 割負担を 2
                                                   
15 第 2 号被保険者は、40 歳から 65 歳未満。 
図表１８　社会保障費用の将来推計（単位　兆円）
2018年度 2025年度 2040年度
年金 56.7 59.9 73.2
医療 39.2 47.4～47.8 66.7～68.5
介護 10.7 15.3 25.8
子ども子育て 7.9 10 13.1
その他 6.7 7.7 9.4
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額の上昇額を抑えるべく導入された。これが 2015 年度の初回に続き 4 年ぶりに発動される
公算が高まっているという。調整率は、労働人口減少と平均余命の伸びからはじかれた。因
みに、現在の厚生年金の標準的な支給額は、夫婦 2 人分 22 万 1277 円で、国民年金の満額
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（ Ａ ： 今の高齢者の定義　 Ｂ ： 日本老年学会と 日本老年医学会が2017年提唱し た 新定義）
Ａ Ｂ 歳 年金・ 医療・ 介護保険 ど んな 年齢か 健康・ 人間関係 お金・ く ら し
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63 1955年の男性平均寿命（ 63. 60） ③






67 1955年の女性平均寿命（ 67. 75) ③
68 自営業現役者の退職希望年齢（ 68. 5）
69 70歳未満は医療費自己負担3割
70





72 男性の健康寿命（ 72. 14） ④
73








78 青森県男性の平均寿命（ 78. 67） ⑤
79
80 男性の平均寿命（ 80. 98） ③
81 滋賀県男性の平均寿命（ 81. 78） ⑤
82 サ高住入居者の平均年齢（ 82. 1） ⑥
83
84 65歳男性の平均寿命（ 84. 55） ③
85
介護付き 有料老人ホ ーム入居者の平
均年齢（ 85. 7） ⑥
86
87 女性の平均寿命（ 87. 14） ③
88
89 65歳女性の平均寿命（ 89. 38） ③
90 75歳女性の平均寿命（ 90. 76） ③
91 ①厚労省「 就労条件総合調査 ②フ ィ デリ テ ィ 退職投資教育研
92 女性死亡年齢の最頻値⑦ ③厚労省「 16年簡易生命表」 ④健康日本21推進専門委資料
93 ⑤厚労省「 都道府県別生命表」 ⑥全国有料老人ホ ーム協会
94 90歳男性の平均寿命（ 94. 28） ③ ⑦厚労省「 22回生命表」 ⑧厚労省報道発表2018年9月
95 90歳女性の平均寿命（ 95. 62） ③ ⑨内閣府「 一人暮ら し 高齢者調査」 ➉総務省「 16年社会生活基本調査」
96 ⑪厚労省「 16年国民生活基礎調査」 ⑫国会図書館 認知症対策の現状と 課題
97 ⑬厚労省「 歯科疾患実態調査」 ⑭総務省「 全国消費実態調査」
98 ⑮総務省「 就業構造基本調査」 ⑯総務省「 2017年家計調査」
99 ⑰内閣府「 17年版高齢社会白書」 ⑱内閣府「 高齢者の健康調査結果」
100 100歳以上人口は6万9785人⑧ ⑲厚労省「 次期国民健康づく り 運動プ ラ ン 策定専門委員会資料」









認知症患者が徐々に増え て く る ⑫
認知症有病率（ ％）
75～79歳　 男11. 7　 女14. 4
80～84歳　 男16. 8　 女24. 2
介護の必要な 人が増え 始め、 高齢
者施設選びが切実な 課題に⑰
要介護認定率（ ％）
65～74歳 3. 0　 75歳～23. 5
耳の聞こ え にく い人が増え る ⑪
症状を 訴え る 人（ 人口千人対）
70代　 162人　 80歳～320人
外出する 頻度が減り 、 家で 過ご す
こ と が増え る ⑱
ほぼ毎日外出する 人の比率（ ％）
75～79歳62. 3、 80歳～42. 9




75/9歳56. 1　 80/84歳44. 2　 85歳～
25. 7
自分で 食事の用意が難し く な る ⑲
自分で で き る 人の比率（ ％）
80/84歳　 男82. 4、 女80. 0





出所　 （ 丸数字で 示す）
配偶者と の死別・ 離別で 一人暮ら
し の人が増え る ⑨
60代30. 8％が1人暮ら し に。
70代22. 6％、 80代～5. 7％、 50代
18. 0％、












健康な 人が多く 、 趣味を 楽し む。
登山・ ハイ キン グの行動者が多い
➉
過去1年に登山等し た 人12. 5％
男性の半数、 女性の1/3は65歳で も
な んら かの仕事に就業⑮
有業率　 男49％　 女29. 8％




出費が減り 、 家計がス リ ムに。
70歳以上は支出が60代よ り 2割減⑯
消費支出月平均額（ 万円）
50代34. 3、 60代29. 0、 70代23. 4
